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「
安
定
し
た
雇
用
と
市
民
の
水
を
守
り
た
い
」と
、

名
古
屋
水
道
の
委
託
検
針
員
の
仲
間
が
５
月
３１
日
、

検
針
員
全
体
の
３
／
４
以
上
に
あ
た
る
９５
人
が
参
加

し
組
合
を
結
成
、
自
治
労
連
加
盟
を
決
め
ま
し
た
。

「安安定定ししたた雇雇用用とと市民民のの水水をを守りりたたいい」
����������������		

������

名
古
屋
水
道
の
検
針
員
は
、

財
団
法
人
水
道
サ
ー
ビ
ス
か
ら

個
人
委
託
さ
れ
た
職
員
で
す
。

今
、
検
針
員
の
仕
事
は
、
河
村

流
構
造
改
革
に
よ
っ
て
、
水
道

サ
ー
ビ
ス
の
「
株
式
会
社
」
化

や
、
人
員
削
減
を
理
由
と
す
る

１６
営
業
所
を
再
編
す
る
と
い
う

方
針
が
提
案
さ
れ
、「
一
年
先

の
仕
事
が
あ
る
か
ど
う
か
不

安
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
る
状

況
で
す
。
こ
う
し
た
中
で
、
昨

年
１１
月
、
名
水
労
か
ら
の
呼
び

か
け
で
、
委
託
検
針
員
全
員
集

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

検検
針針
員員
のの
要要
求求
実実
現現
にに

むむ
けけ
全全
員員
がが
ひひ
とと
つつ
にに

集
会
で
は
「
１３
年
こ
の
仕
事

を
し
て
い
る
が
給
与
（
委
託
単

価
）
が
下
が
っ
て
い
る
上
に
、

仕
事
が
増
え
労
働
時
間
が
長
く

な
っ
て
い
る
」「
健
保
や
年
金

は
全
額
個
人
負
担
で
あ
り
、
補

助
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
」

「
検
針
は
危
険
も
伴
う
。
個
人

委
託
の
名
の
も
と
に
労
災
保
険

さ
え
入
っ
て
い
な
い
。
勤
務
中

の
事
故
・
ケ
ガ
は
ど
う
な
る
の

か
」
な
ど
実
態
が
明
ら
か
に
な

り
、市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
、

検
針
員
の
賃
金
や
労
働
条
件
の

改
善
を
ど
う
す
す
め
て
い
く
の

か
、
話
し
あ
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
豊
橋
市
上
下
水
道
局
へ

の
視
察
や
、
豊
橋
市
職
労
水
道

支
部
検
針
分
会
と
の
懇
談
を
実

施
す
る
中
で
、
組
合
へ
の
確
信

を
深
め
ま
し
た
。

今
年
１
月
に
は
、
南
営
業
所

の
仲
間
と
名
水
労
が
懇
談
し
、

「
な
ぜ
組
合
が
必
要
な
の
か
」

「
い
ま
の
検
針
業
務
を
守
り
た

い
」「
雇
用
不
安
の
解
消
」
な

ど
の
深
刻
な
声
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
民
間
の
競
争
入

札
を
考
え
、
検
針
員
全
員
が
ひ

と
つ
に
な
っ
て
声
を
あ
げ
る
こ

と
が
大
切
と
、
各
営
業
所
の
仲

間
へ
呼
び
か
け
、
１
月
下
旬
に

は
、
第
１
回
目
の
集
ま
り
が
開

か
れ
ま
し
た
。

全
員
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
多
く

の
検
針
員
が
「
雇
用
へ
の
不

安
」と「
労
働
条
件
へ
の
不
満
」

な
ど
で
「
労
働
組
合
が
必
要
」

と
回
答
。
そ
れ
を
ふ
ま
え
、
組

合
結
成
に
む
け
た
準
備
会
が
立

ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

団団
結結
しし
てて
市市
民民
のの
いい
のの
ちち

をを
守守
るる
検検
針針
員員
にに

大
会
当
日
、
組
合
結
成
を

待
っ
て
い
た
組
合
員
で
、
会
場

は
熱
気
に
あ
ふ
れ
ま
し
た
。
大

会
で
、
規
約
案
の
審
議
・
決
定
、

当
面
の
活
動
方
針
、
役
員
選
出

と
と
も
に
自
治
労
連
加
盟
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
豊
橋
市
職
労

水
道
支
部
検
針
分
会
の
仲
間
も

か
け
つ
け
「
私
た
ち
の
仕
事
が

な
け
れ
ば
水
道
は
成
り
立
た
な

い
。
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
一

緒
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」
と

エ
ー
ル
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

初
代
執
行
委
員
長
に
な
っ
た

上
田
恵
美
子
さ
ん
は
「『
名
水

労
の
み
ん
な
が
応
援
す
る
か

ら
』
の
言
葉
に
背
中
を
押
し
て

も
ら
い
、
委
員
長
に
な
り
ま
し

た
。
結
成
大
会
に
た
く
さ
ん
の

組
合
員
が
来
て
く
れ
て
嬉
し
い

で
す
。
み
ん
な
組
合
を
待
っ
て

い
た
ん
で
す
。
時
間
が
取
れ
な

い
な
か
で
、
組
合
結
成
に
向
け

た
く
さ
ん
の
仲
間
が
立
ち
上

が
っ
て
く
れ
た
。
今
日
こ
の
日

を
迎
え
て
、
責
任
を
感
じ
て
い

ま
す
。
仲
間
と
団
結
し
て
市
民

の
い
の
ち
を
守
る
検
針
員
と
し

て
、
ま
た
、
安
心
し
て
働
け
る

職
場
を
め
ざ
し
て
が
ん
ば
り
ま

す
」
と
決
意
を
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

夏
季
闘
争
方
針
な
ど
を
決
め

る
第
３
回
中
央
委
員
会
が
５
月

２８
日
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
梅

野
委
員
長
が
「
普
天
間
基
地
問

題
な
ど
、
ア
メ
リ
カ
追
随
を
や

め
さ
せ
、
国
民
の
く
ら
し
優
先

の
社
会
づ
く
り
へ
の
た
た
か
い

を
強
め
よ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

夏
季
闘
争
方
針
案
で
は
、
一

時
金
要
求
の
前
進
と
、
人
員
増

の
と
り
く
み
、「
健
康
で
働
き

つ
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
賃

金
・
労
働
条
件
を
求
め
る
署

名
」
へ
の
と
り
く
み
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
労
働
者
派

遣
法
の
抜
本
改
正
や
最
低
賃
金

確
立
の
と
り
く
み
で
は
、
６
月

１７
日
、
７
３
２
分
（
愛
知
の
最

賃
７
３
２
円
）
の
ハ
ン
ガ
ー
ス

ト
ラ
イ
キ
を
と
り
く
む
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。
参
議
院
選
の

と
り
く
み
で
は
、
組
合
員
の
政

治
的
関
心
を
高
め
る
と
り
く
み

を
確
認
。

組
織
拡
大
で
は
、
昨
年
を
上

回
る
６４
％
の
新
し
い
仲
間
を
組

合
に
迎
え
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
、
後
半
戦
で
は
、
非
正
規
・

関
連
労
働
者
の
組
織
化
を
重
点

に
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。中

央
委
員
か
ら
は
、「
地
産

地
消
を
テ
ー
マ
に
春
フ
ェ
ス
タ

を
開
催
」（
豊
橋
）「
核
抑
止
で

は
な
く
、
平
和
の
た
め
の
施
策

に
切
り
替
え
さ
せ
る
運
動
を
」

（
名
古
屋
）「
合
併
の
是
非
を

問
う
直
接
請
求
署
名
を
２
万
筆

以
上
集
め
た
」（
西
尾
）「
組
織

拡
大
に
つ
い
て
、
７
割
を
目
標

に
頑
張
る
。
市
税
事
務
所
は
連

日
職
場
集
会
を
開
催
し
、
要
求

を
ま
と
め
て
い
る
」（
名
古
屋
）

な
ど
積
極
的
な
発
言
が
相
次

ぎ
、
す
べ
て
の
議
案
に
つ
い
て

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

夏
季
闘
争
の
前
進
へ

上田恵美子委員長

第３回
中央
委員会
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昨
年
８
月
の
総
選
挙
は
、「
自

公
政
権
に
ノ
ー
！
」
を
示
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
政
権
交
代
へ

の
期
待
は
裏
切
ら
れ
、
国
民
の

怒
り
の
前
に
、
鳩
山
首
相
と
小

沢
民
主
党
幹
事
長
が
辞
任
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、「
政
治
と
カ

ネ
」
へ
の
国
民
的
批
判
、「
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
」
の
廃
止

や
最
低
賃
金
１
０
０
０
円
へ
の

引
き
上
げ
先
送
り
、
抜
け
穴
だ

ら
け
の
労
働
法
制
の
改
定
、
そ

し
て
「
国
外
・
県
外
」
と
言
っ

て
い
た
普
天
間
基
地
撤
去
を
め

ぐ
っ
て
の
逆
走
な
ど
、
相
次
ぐ

公
約
違
反
に
対
す
る
国
民
の
怒

り
が
追
い
込
ん
だ
も
の
で
す
。

民
主
党
に
は
期
待
を
裏
切
ら

れ
、
自
民
党
に
は
戻
れ
な
い
と

い
う
国
民
の
思
い
を
吸
収
し
よ

う
と
、
新
党
が
つ
く
ら
れ
て
い

ま
す
。し
か
し「
み
ん
な
の
党
」

を
は
じ
め
、
新
党
と
言
わ
れ
る

ど
の
党
も
、
社
会
保
障
を
ず
た

ず
た
に
し
た
「
構
造
改
革
」
路

線
を
い
っ
そ
う
推
進
し
、
そ
の

痛
み
か
ら
国
民
の
目
を
そ
ら
さ

せ
よ
う
と
公
務
員
労
働
者
へ
の

攻
撃
を
強
め
て
い
ま
す
。

こ
ん
ど
の
参
議
院
選
挙
は
、

政
権
の
担
い
手
を
代
え
る
だ
け

で
な
く
、「
異
常
な
対
米
従
属
」

と
「
大
企
業
・
財
界
の
横
暴
な

支
配
」
に
正
面
か
ら
立
ち
向
か

い
、「
基
地
の
な
い
日
本
」、「
貧

困
と
格
差
」
の
解
消
、「
働
く

ル
ー
ル
の
確
立
」
な
ど
、
国
民

の
切
実
な
願
い
に
応
え
る
政
治

の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。７

月
の
参
議
院
選
挙
は
私
た

ち
自
治
体
労
働
者
に
と
っ
て
、

道
州
制
を
に
ら
ん
だ
「
地
域
主

権
改
革
」
や
「
官
か
ら
民
へ
」

の
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
切
り
捨
て

を
許
さ
ず
、
平
和
を
守
り
、
憲

法
と
地
方
自
治
の
発
展
と
住
民

の
暮
ら
し
と
地
域
を
豊
か
に
す

る
た
め
の
大
切
な
選
挙
で
す
。

ま
た
、
自
治
体
労
働
者
が
誇
り

を
も
っ
て
、
住
民
全
体
の
奉
仕

者
と
し
て
の
仕
事
を
行
い
、
そ

の
た
め
の
雇
用
や
労
働
条
件
を

勝
ち
と
る
た
め
の
選
挙
で
も
あ

り
ま
す
。

組
合
員
の
み
な
さ
ん

今
回
の
参
議
院
選
挙
を
、
家

族
や
友
人
・
知
人
に
も
積
極
的

に
投
票
を
働
き
か
け
、
安
心
し

て
働
き
暮
ら
せ
る
社
会
に
変

え
、
政
治
を
国
民
本
位
に
さ
せ

る
大
切
な
一
票
を
行
使
さ
れ
る

こ
と
を
訴
え
る
も
の
で
す
。

貧困と格差の拡大、小泉流の「構造改革」路線へ
の強い怒りが、昨年の総選挙で自公政権を退場に追
いこんだ。それから間もなく一年、私たち労働者・
国民の思いは実現したのか、最近の普天間基地問題
や労働者派遣法をめぐっては「公約違反では？」と
いう声もあがっている。この間の各党の動きも振り
返り、私たちの願いが活きる政治を考えてみたい。

◎普天間基地と海兵隊訓練の県内・県外移設
断固反対、無条件撤去の実現。沖縄の基地
負担の抜本軽減。思いやり予算の廃止

◎核兵器廃絶に向けた被爆国としての積極的
イニシアチブの発揮

◎自衛隊の海外派兵反対。非核三原則の堅持
◎国会法改悪をはじめ、国会運営の強権的な
見直し反対

◎消費税の税率アップ反対。大企業・大金持
ちへの適正課税の強化などによる税収確
保、再分配機能の強化

◎「地域主権」の名による社会保障や住民サ
ービスの切り下げ反対。国の責任によるナ
ショナル・ミニマムの確立

◎道州制反対。国民生活に身近な行政サービ
スの充実と自治体に対する財政確保の助成
充実

◎後期高齢者医療制度の即時廃止
◎障害者自立支援法の廃止、安心の障害者施
策の確立

◎社会保障費の増額で、安全・安心の医療・
社会保障の再構築。医療・介護労働者の増
員・待遇改善

◎派遣切りをなくし、「臨時・一時的な業務
に限定し、常用雇用の代替は許さない」と
いう原則を明確にした労働者派遣法の抜本
改正。不安定雇用を規制し、正社員があた
り前の社会へ

◎最低賃金の大幅引き上げ、誰でも時給１０００
円以上の実現

◎働くルールの確立で、長時間・過密労働の
改善、時短・増員、働き続けられる職場づ
くり。均等待遇原則の確立

普天間
大問題となっている普天間基地問題。民主

党は「県外、国外」と言っていた公約に反し、
自公政権時代と大差ない、辺野古への移設に
逆戻りした案で、アメリカと合意。鳩山首相
は沖縄に行って謝罪しましたが、猛反発を浴
びています。
自民・公明は鳩山政権の迷走を批判してい
ますが、日米軍事同盟堅持の立場。共産党は
無条件の基地撤去を主張しており、社民党は
鳩山首相への反発を強め、連立政権から離脱。
普天間問題、「政治とカネ」など国民の厳し
い批判に、鳩山首相・小沢民主党幹事長は辞
任に追いこまれました。

消費税
民主党は昨年、「４年間は消費税は上げな

い」と公約して総選挙をたたかいましたが、
今は公然と税率アップの声も。自公も方向は
同じです。貧困と格差が大問題となっている
下で、消費税引き上げは、国民生活を破壊す
るものです。
地域主権
民主党は、「地域主権」の名で、行政サー

ビスを国から切り離そうとしています。社会
保障などの国の責任を投げ捨て、同時に財政
負担を減らすことがねらいです。自民党の「地
方分権」も流れは同じ。貧困と格差のいっそ
うの拡大につながりかねません。

派遣法
政府・与党の労働者派遣法「改正」案は、

製造業派遣・登録型派遣は「原則禁止」と言
いながら、実際には８割が例外とされている
点など、抜け穴だらけ。そのため、派遣労働
者から「これでは（私は）救われない」「派
遣切りはなくならない」という批判の声が上
がっています。自民党や公明党などは「規制
を強化すれば雇用が失われ、景気はかえって
悪化する」と、政府案のいっそうの引き下げ
を求めています。共産党は政府案では不十分
と、見直しを求めています。

後期高齢者医療制度
現政権与党は野党時代、共産党などととも

に後期高齢者医療制度の廃止法案を出しまし
た。しかし、政権についてからは「その後の
制度の検討が必要」と先延ばし。いま検討さ
れている案は、廃止どころか、対象を六五歳
まで引き下げる内容が基本となっています。
そのため、「お年寄りへの差別医療を拡大す
るものだ」という批判があがっています。医
療費抑制策に基づく後期高齢者医療制度は即
時きっぱり廃止すべきですが、自民党は低所
得者への軽減措置で継続の立場、公明党も山
口ビジョンでは見直しを打ち出していませ
ん。共産党は廃止の立場です。
社会保障費
自公政権の「構造改革」路線の下で、社会

保障費は毎年２２００億円の自然増が圧縮され、
医師・看護師不足も深刻です。貧困と格差の
拡大で、医療中断など深刻な事態がひろがっ
ています。高すぎる国保料の引き下げなど、
患者・国民負担の軽減にとっても社会保障の
拡充は、強く求められています。

自
治
労
連
愛
知
県
本
部

梅
野

敏
基

名
古
屋
市
職
員
労
働
組
合

大
橋

宗
明

名
古
屋
市
立
病
院
職
員
労
働
組
合

柴
田

節
子

名
古
屋
水
道
労
働
組
合

渡
辺

泰

名
古
屋
港
管
理
組
合
職
員
労
働
組
合

熊
谷

一
幸

学
校
事
務
職
員
労
働
組
合

佐
藤

悦
子

み
な
と
財
団
職
員
労
働
組
合

春
日
井

隆

名
古
屋
市
役
所
関
連
職
員
労
働
組
合

大
橋

宗
明

豊
橋
市
職
員
労
働
組
合

長
坂

圭
造

豊
川
市
職
員
労
働
組
合

（
代
行
）大
井

宗
人

蒲
郡
市
職
員
組
合

来
本

吉
司

蒲
郡
市
社
会
福
祉
協
議
会
労
働
組
合

岡
田

隆
二

新
城
市
職
員
労
働
組
合

中
村
や
よ
い

西
尾
市
職
員
組
合

簗
瀬

貴
央

西
尾
幡
豆
広
域
連
合
労
働
組
合

村
松

辰
彦

碧
南
市
職
員
組
合

小
笠
原
義
仁

幸
田
町
職
員
労
働
組
合

山
本

茂
樹

知
立
市
職
員
労
働
組
合

杉
浦

彰
治

瀬
戸
市
職
員
労
働
組
合

下
山

泰
彦

春
日
井
市
職
員
労
働
組
合

望
月

敦

長
久
手
町
職
員
労
働
組
合

児
玉

剛

愛
知
中
部
水
道
企
業
団
職
員
労
働
組
合
（
代
行
）白
井

淳

半
田
市
職
員
組
合

熊
谷

弘

武
豊
町
職
員
労
働
組
合

森
田

正
樹

犬
山
市
職
員
労
働
組
合

吉
田

高
弘

岩
倉
市
職
員
組
合

岡

茂
雄

蟹
江
町
職
員
労
働
組
合

（
代
行
）二
村

和
広

一
宮
市
役
所
労
働
組
合

平
山

勝
子

一
宮
市
受
託
業
務
労
働
組
合

新
野

和
子

宮
田
用
水
土
地
改
良
区
職
員
労
働
組
合

後
藤

篤
志

清
須
市
職
員
労
働
組
合

岩
田

広
美

公
立
尾
陽
病
院
職
員
労
働
組
合

宮
前

啓
子

北
名
古
屋
市
職
員
労
働
組
合

後
藤

総

愛
知
自
治
体
一
般
労
働
組
合

長
坂

圭
造

愛
知
自
治
体
管
理
職
ユ
ニ
オ
ン

西
郷

賢
谷

※図表―全労連「参院選号外」より
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私
た
ち
の
要
求

各
政
党
の
言
っ
て
き
た
こ
と

や
っ
た
こ
と

参院選挙でくらし・職場をよくするために

私たちの願いが届く政治にしよう�
昨
年
の
総
選
挙
で
示
し
た
「
自
公
政
権
ノ
ー
�
」「
政

治
を
変
え
た
い
」の
組
合
員
の
み
な
さ
ん
の
熱
い
思

い
を
、
い
ま
一
度
、
参
議
院
選
挙
で
示
し
ま
し
ょ
う

アピール
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（４）自治体 あいちの仲間２０１０年６月１０日 第１００７号 （１０・２５日毎月２回発行 昭和５３年６月２５日 第三種郵便物認可）

西
尾
市
職
は
、
来
年
３
月
ま

で
の
幡
豆
郡
３
町
と
の
合
併

は
、
住
民
投
票
で
決
め
る
こ
と

を
求
め
る
直
接
請
求
署
名
を
、

市
民
団
体
等
と
共
に
行
い
ま
し

た
。こ

の
署
名
は
、
法
律
に
定
め

ら
れ
た
期
間
や
書
式
で
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
署
名

期
間
は
、
４
月
２４
日
か
ら
５
月

２３
日
ま
で
の
１
カ
月
間
。
署
名

は
、
直
筆
で
捺
印
が
い
る
。
ま

た
、
署
名
を
集
め
る
人
「
受
任

者
」
も
選
挙
管
理
委
員
会
に
届

け
出
た
西
尾
市
の
有
権
者
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の

で
し
た
。

組
合
の
役
員
を
中
心
に
、
組

合
員
も
受
任
者
な
り
奮
闘
し
ま

し
た
。
ま
た
、
組
合
は
、
こ
の

署
名
期
間
中
も
２
回
の
住
民
懇

談
会
や
市
民
ビ
ラ
の
配
布
、
街

頭
宣
伝
活
動
な
ど
を
積
極
的
に

行
い
ま
し
た
。
署
名
は
後
半
大

き
く
伸
び
、
市
民
が
い
か
に
住

民
投
票
を
求
め
て
い
る
か
が
わ

か
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
受
任
者
７
０
１

人
、
署
名
冊
数
９
６
９
冊
、
署

名
総
数
は
、
法
定
数
１
６
５
１

筆
を
大
き
く
超
え
る
２
０
１
９

１
筆
と
な
り
ま
し
た
。

７
月
中
に
も
臨
時
議
会
が
開

か
れ
、
審
議
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す

�
�
�
�
�
�

�
�
	


�

５
月
６
日
東
京
・
江
東
区
の

「
夢
の
島
」
を
出
発
し
た
、
国

民
平
和
大
行
進
が
５
月
３１
日
、

愛
知
へ
入
り
ま
し
た
。
引
継
ぎ

集
会
に
は
静
岡
・
愛
知
の
両
県

か
ら
あ
わ
せ
て
７
０
０
人
が
参

加
し
、
豊
橋
・
桜
丘
高
校
か
ら

分
火
し
た
「
原
爆
の
火
」
を
先

頭
に
行
進
団
が
出
発
し
ま
し

た
。ま

た
、
６
月
６
日
、
名
古
屋

集
中
行
進
に
は
２
０
０
０
人
以

上
が
参
加
し
、
核
兵
器
廃
絶
と

普
天
間
基
地
撤
去
、
憲
法
９
条

守
ろ
う
の
声
が
、
名
古
屋
市
内

す
べ
て
の
行
政
区
に
響
き
わ
た

り
ま
し
た
。

行
進
団
は
名
古
屋
・
若
宮
広

場
に
結
集
し
、
決
起
集
会
ピ
ー

ス
ア
ク
シ
ョ
ン
を
開
催
。

平
和
行
進
呼
び
か
け
人
で
あ

る
、
高
橋
正
さ
ん
（
愛
知
大
学

名
誉
教
授
）
が
「
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検

討
会
議
の
成
果
の
上
に
、
さ
ら

に
核
廃
絶
へ
む
け
力
を
尽
く
そ

う
」
と
あ
い
さ
つ
、
東
京
か
ら

広
島
ま
で
歩
く
全
国
通
し
行
進

し
げ
お
み

者
の
五
十
嵐
成
臣
さ
ん
は
「
世

界
か
ら
核
兵
器
が
な
く
な
る
よ

う
、
一
歩
一
歩
平
和
に
つ
な
が

る
よ
う
に
広
島
ま
で
歩
き
ま

す
」
と
決
意
表
明
。
集
会
ア
ピ

ー
ル
を
拍
手
で
確
認
し
、
そ
の

後
、
栄
ま
で
行
進
し
ま
し
た
。

６
月
１１
日
に
は
、
岐
阜
へ
バ

ト
ン
タ
ッ
チ
し
、
８
月
ま
で
被

爆
地
・
広
島
に
む
け
て
平
和
行

進
は
つ
づ
き
ま
す
。

西尾市職

２万をこえる署名を提出

安くて
安心

自
治
労
連

����
病気入院
５０００円／１日

掛金
１７９０円／月�

佐
久
間

喜
代
彦

（
岩
倉
市
職
）

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
い
う
世

界
で
最
も
活
気
の
あ
る
都
市

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
直
接
感
じ

ら
れ
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ

て
と
て
も
良
い
経
験
に
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
核
兵
器
廃
絶
と
い

う
同
じ
理
想
を
掲
げ
て
世
界

中
か
ら
集
ま
っ
た
２
万
人
以

上
も
の
人
々
と
と
も
に
平
和

を
求
め
る
行
動
が
で
き
た
こ

と
に
大
き
な
感
動
を
覚
え
て

い
ま
す
。

滞
在
中
に
は
、
い
く
つ
か

の
集
会
で
世
界
各
国
の
政
府

要
人
や
平
和
活
動
家
の
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
、
あ
ら
た

め
て
世
界
に
核
兵
器
は
必
要

な
い
と
い
う
確
信
を
持
つ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
今
、
世
界
中
に

は
ま
だ
２
万
発
以
上
の
核
兵

器
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
安
易
に
そ
の
現
実
を

受
け
入
れ
て
し
ま
う
の
で
は

な
く
、
粘
り
強
く
廃
絶
を
訴

え
続
け
て
行
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

鈴
木

俊
太

（
学
事
労
）

「
広
島
の
原
爆
投
下
か
ら

６５
年
、
核
の
恐
怖
を
取
り
除

く
の
に
あ
と
ど
れ
だ
け
待
た

ね
ば
な
ら
な
い
の
か
」

国
連
の
潘
基
文
事
務
総
長
が

述
べ
て
い
た
よ
う
に
、
核
廃
絶

に
向
け
て
悠
長
な
こ
と
が
許
さ

れ
な
い
情
勢
の
中
で
の
参
加
で

し
た
。
核
保
有
国
に
と
っ
て
の

Ｎ
Ｐ
Ｔ
会
議
の
重
点
は
核
軍
縮

よ
り
も
核
不
拡
散
で
、
５
カ
国

以
外
に
は
核
を
持
た
せ
な
い
と

い
う
「
か
げ
」
の
部
分
が
、
あ

る
こ
と
も
事
実
で
す
。し
か
し
、

そ
う
い
っ
た
動
き
や
政
府
を
変

え
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
世

界
市
民
一
人
ひ
と
り
の
力
で
あ

る
こ
と
も
事
実
で
す
。
そ
れ
は

Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
代
表
団
に

参
加
し
て
、
実
感
し
確
信
し
た

こ
と
で
す
。
国
際
政
治
と
は
別

の
人
間
の
視
点
に
た
っ
た
呼
び

か
け
が
「
核
な
き
世
界
へ
」
の

大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す
。
核

兵
器
廃
絶
へ
の
道
の
り
は
厳
し

い
で
す
が
、
み
ん
な
で
大
き
な

声
を
あ
げ
て
世
界
規
模
の
確
か

な
動
き
へ
と
つ
な
げ
て
い
け
れ

ば
と
思
い
ま
し
た
。
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「核兵器はいらない」と行進する参加者

高
温
多
湿
の
季
節
、
細
菌

が
増
殖
し
や
す
く
な
る
の

で
、
食
品
衛
生
に
い
っ
そ
う

気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
に
入

れ
た
か
ら
安
心
、
と
は
言
え

ま
せ
ん
。
飲
料
水
の
液
だ
れ

や
野
菜
く
ず
な
ど
で
汚
れ
る

と
、
細
菌
が
増
殖
。
冷
蔵
庫

内
や
ド
ア
な
ど
を
と
き
ど

き
、
酢
水
か
エ
タ
ノ
ー
ル
を

ス
プ
レ
ー
し
て
、
拭
き
掃
除

し
ま
し
ょ
う
。
水
拭
き
だ
け

で
は
、
細
菌
を
広
げ
る
だ
け

で
す
。

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、

細
菌
の
多
く
は
１
０
０
℃
以

下
で
増
殖
が
ゆ
っ
く
り
と
な

り
、
マ
イ
ナ
ス
１
５
０
℃
以

下
で
増
殖
が
停
止
し
ま
す
。

し
か
し
、
細
菌
は
冷
蔵

庫
・
冷
凍
庫
の
中
で
休
眠
状

態
に
あ
り
、
死
滅
す
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
冷
蔵
庫

の
食
品
は
早
め
に
使
い
き
る

よ
う
に
し
ま
す
。
肉
や
魚
な

ど
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
や
容
器
に

入
れ
、
他
の
食
品
に
肉
汁
な

ど
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
し

ま
す
。

冷
凍
し
た
食
品
を
室
温
で

解
凍
す
る
と
、
食
中
毒
菌
が

増
え
る
場
合
が
あ
る
の
で
、

解
凍
は
原
則
と
し
て
、
冷

蔵
庫
の
中
や
電
子
レ
ン
ジ

で
。
解
凍
は
料
理
に
使
う

分
だ
け
に
し
、
解
凍
が
終

わ
っ
た
ら
す
ぐ
調
理
し
ま

す
。
ま
た
、
解
凍
し
た
食
品

を
再
び
冷
凍
す
る
の
は
危

険
。
冷
凍
や
解
凍
を
繰
り
返

す
と
、
食
中
毒
菌
が
増
殖
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

くく
らら
しし
のの

��
��
��
６月マンハッタンに平和の声がひびく

◆
冷
凍
し
て
も
細
菌
は
死
な
な
い

無無料料生生活活法法律律相相談談のの
扱扱いいににつついいてて

組合員の世話役活動の一環として、「自
治労連愛知組合員無料生活法律相談」を
提供していますが、無料の範囲について
は「同一案件について、原則、初回のみ
無料」の扱いとさせていただきます。
詳しいことは組合までおたずね下さい。

自
治
体
一
般
労
組
米
山
寮
分
会

（
５
月
２３
日
）

分

会

長

藤
井
由
香
理

副

分

会

長

平
野

正
一

書

記

長

高
野

由
美

な
ご
や
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